
モンスター娘に襲われるＡＳＭＲ ～ドラゴンのラーディ編～ 

（Attacked by a Monster Girl ASMR -Dragon Girl Lardy Version -） 

 
 
 あらすじ： 
 
冒険者が訪れる大樹海。その最奥には、すさまじい力を持つ魔竜がすんでいるという。聖

剣をたまさか手にした少年はドラゴンのラーディと出会うも、彼女に気に入られた少年は
そのまま襲われてしまう。炎にあぶられながら、最後に少年は、このまま彼女の性奴隷とな
って一生を終えるか、それとも魔竜の一部になるかの選択を迫られる。 
 
登場キャラクター： 

 
 ドラゴンのラーディ： 
 樹海の最奥に棲む魔竜。すさまじい力を持つが、ノリは軽くあっけらかんとしている。性
交とお宝が大好きだが、あまりに強大すぎる力のため、誰も近づくことができず、退屈して
いる。数百年ぶりにやってきた聖剣を持つ少年に、性的な意味も含めて興味津々である。 
 炎を吐くことができる。定期的に吐き出さないと、熱が体にたまってしまうので、イタズ
ラ感覚で気軽に周りをあぶってくる。 
 
 少年冒険者： 
偶然、聖剣を手にした少年。その力で樹海を進み、ついにドラゴンにまで邂逅したが、あ

っさりと返り討ちにあってしまった。樹海で見つけた最高級の装備で身を固めているが、実
力が伴っていないので使いこなせていない。 
 
 
（※制作都合上、一部内容を変更した箇所があります） 
 
 
 
 
 
 



１．   出会い ～迷宮の最奥～ 
 
ラーディ「んん～……？ なぁにぃ～……」 
 
ラーディ「あれぇ……お客さん～？ うっそ、マジで？ うわぁ～、テンションあがるぅ
～！ 何百年ぶりだろぉ～」 
ラーディ「こんなマグマに囲まれた古い遺跡によく来たね～♪ ……って、うわあ、やっば
～、なにそれぇ～」 
ラーディ「すごい、すごい、装備いっぱいじゃ～んっ。それって伝説の武器？ どうしたの
～？ ちっちゃい人間の子どもなのにぃ、頑張ってここまで来たんだねぇ～」 

 
ラーディ「わぁ～、近くで見たら、やっぱりかわいい男の子ぉ～！ エモすぎなんだけどっ」 
ラーディ「どうしたの、ボクっ。あーしに会いに来たの？」 
ラーディ「ん？ あー……そうだよ？ 樹海の一番奥……迷宮の深淵にひそむ、伝説の魔竜
……それはあーしのことでーすっ！ イエイッ☆」 
ラーディ「あー……ふんふん、なるほどね。そっかぁ、ボク、あーしを倒しに来たんだぁ～。
へぇ～、ふぅん～……そうなのぉ～……♪ じゅるっ」 
 
ラーディ「あははっ☆ ヤバっ、剣を抜いてもへろへろじゃ～んっ、そんなんじゃあーしに
勝てないよぉ～」 
ラーディ「ほぉら、がんばれ、がんばれぇ～♪ 装備が鬼ツヨでも、使うほうがへっぴり腰
だとぉ、全然当たらないぞぉ～？」 
ラーディ「あはは、もしかして装備の強さだけでここまで来たの？ ウケる～！ 他の魔物
は倒せても、あーしには……通用しないよぉ」 
ラーディ「そんなんじゃ、すぐ反撃食らっちゃうよぉ～♪ こんなふうに……ね……？ い
くよぉ、ほーらっ……がぉぉ～っ」 
 
ラーディ「んがぁぁ～……っ！」 
ラーディ「ふうっ、吐いた吐いた……って、あれ？」 
ラーディ「あはは☆ ボクったら腰抜かしちゃってる～。ちょっと火ィ吐いただけじゃ～ん
♪ こんなの挨拶、挨拶っ♪」 
ラーディ「良かったねぇ、ボクぅ？ その伝説の防具がなかったら、今頃骨も残さず灰にな
ってたかもよ？ きゃはっ☆」 
 
ラーディ「それにしてもぉ……ふぅん、いいじゃんいいじゃん～、あーしね、キラキラした
宝石とか、武器とか、大好きなんだぁ～♪」 



ラーディ「ね、ね？ その豪華な装備品、あーしにくれない？ もちろん、タダとは言わな
いからぁ……」 
ラーディ「もし装備をくれたら……一人ぼっちで、いっつもうずいてるあーしのおまんこ、
使わせてあげちゃうよ～……♪」 
 
ラーディ「くふふ、キミの装備、一個くれるごとに、気持ちイイことしてあげるからぁ……
ね、それならお互い、ウィンウィンってやつじゃん……でしょ？」 
ラーディ「ああ～、もうおっきくなってるぅ～♪ 気がはやぁ～いっ」 
ラーディ「ふふふっ、伝説のドラゴンがぁ、たっぷり財産目当てセックス、しちゃうからね
ぇ……くふふふっ♪」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２．   炎耳舐め ～炙られる耳～ 
 
ラーディ「う～ん、キミ、色々装備もってるじゃ～んっ……どれからもらっちゃおうか……
迷っちゃうなぁ……ドキドキするんだけど～」 
ラーディ「一つもらうたびにぃ……えっちなことしてあげるから……楽しみにしてね～♪」 
ラーディ「んん～どれもいいな～……迷うんだけど～……あっ、でも、最初はやっぱり上か
らっしょ♪ はい、よいしょ……と」 
 
ラーディ「これこれ♪ これ樹海にある伝説の兜だよね～♪ デコったら可愛くなりそ～。
じゃ、これもらっちゃうね～……いひひ♪」 
ラーディ「あははっ♪ 兜はずしたら、キミのカワイイ顔が丸見えじゃ～んっ♪ こんなに
ちっちゃい冒険者クンなのに、あーしに勝とうとしたのぉ？ くすくす、勇気があって偉い
ねぇ～♪」 
ラーディ「じゃあ、そのちっちゃなお耳を……あーしの炎であぶってあげようかなぁ」 
 
ラーディ「あーしが吐く炎はね……生命力の塊だからぁ……この炎を近づけたら、みんな元
気になって、えっろい、スケベな気分になるんだよぉ～♪」 
/ラーディ「もちろん、直で浴びたら燃えカスになっちゃうからぁ、そんなことさせないよ
ぉ……お耳の近くで、ちょっとだ～け炎を吐いて……キミをあぶってあげるし♪」 
ラーディ「ああ、泣きそうな顔～♪ 大丈夫、怖くないからね～。あーしが優しく優しく、
キミのお耳をあぶってあげる～♪」 
 
ラーディ「準備はい～い？ 最初はね～、あーしが君の耳を、舐めてあげるよ～」 
ラーディ「あーしの唾液にはぁ、炎から体を保護する成分？ がたっぷり入ってるんだよ～、
でないと自分の炎でヤケドしちゃうしぃ。あーし、そんなにドジっ子じゃないからね～」 
ラーディ「んじゃ、冒険者クンのお耳、いただきま～す♪ あーむっ」 
 
ラーディ「んちゅ……あむっ……んっ、じゅる……れろぉ」 
ラーディ「あんっ……じゅるぅ……れるぅっ……ちゅちゅっ……んひひっ。どーお？ あー
しに耳舐められて気持ちよくなっちゃったぁ？」 
ラーディ「言わなくてもわかるし♪ だってキミ、気持ちよさそうな顔しちゃってるもん～。
きゃはは♪」 
ラーディ「耳が燃えちゃわないように、もうちょっとやってあげるね～♪ んちゅ……あむ
っ……ちゅぶっ、れろっ……ああぁ～むっ……れる、じゅるっ」 
ラーディ「ちろちろちろ～……♪ れる、じゅぶっ……んん～……むちゅっ、ちゅ、じゅる
るるるる～♪」 



 
ラーディ「ぷはぁっ……このくらいでいいかな～？ あーしの唾液で、キミのお耳、しっか
りコーティングされちゃったね～♪」 
ラーディ「ここからが本番だし……覚悟してね～？ あーしが、舌先から炎を出して、キミ
の耳をあぶっちゃうよ～？」 
ラーディ「らろぉ～～……えろぉ～～……いーい？ やっひゃうからねへぇ～？」 
 
ラーディ「んはぁ～……あえぇぇ～……れっろぉ～～～♪ んふっ、えろろぉ～～……ちろ
ちろちろちろちろ～……♪」 
ラーディ「あーしの舌からぁ……ほっそい火が出てぇ……キミの耳をあぶってるよぉ～？ 
ほらほらぁ～？ れろぉぉ～……んへぇぇ～～」 
ラーディ「味わったことないでしょ～……？ ドラゴンの炎、楽しんでね～♪ んへ～……
んぁ～……えろろろぉぉ～～～♪」 
 
ラーディ「んはぇぇ～……んんあぁぁ～……はあえぇあぁ～～～……♪ ふうっ……ぷは
っ……♪」 
 
ラーディ「んじゅ……ぷはぁっ♪ ふうっ、こんなもんかな～？ これ、結構疲れちゃうん
だよね～」 
ラーディ「ね、ねっ♪ どうだった？ ドラゴンの炎であぶられる感触は？」 
ラーディ「きゃはは、目がトロンとしてる～……♪ カラダも火照っちゃってるんじゃない
の～？ スケベなドラゴンの炎、サイコーっしょ？」 
ラーディ「キミがもっとも～っとスケベになってぇ、どんどん装備品をくれるようになるま
で……たぁ～くさんあぶっちゃうからね♪」 
 
ラーディ「顔が真っ赤になってるし♪ 血行が良くなって、ドキドキしてきたんじゃな～
い？ それも炎の効果だと思うよ？」 
 
ラーディ「はぁい、じゃあ右の耳も……さっきとおなじよーに、あーしが丁寧に丁寧に、唾
液を塗り込んであげるからぁ……ねっ♪」 
ラーディ「んぁぁ～……あむ、じゅる……れるぅ……んんんっ、じゅぷっ、はむはむはむ～
♪」 
ラーディ「うふふ、舐めるたびにびくびくしちゃってカワイイ～♪ 大丈夫、かみちぎった
りしないから～。きゃはは♪」 
ラーディ「あ～むっ、じゅぶ……あむ、えろぉ～……」 
ラーディ「ぷはっ……はあっ、ふふ、イイ感じじゃーん♪」 



//７/ ラーディ「じゃあまた、ラーディちゃんの炎で、あぶっちゃうからね～……ええぁ
ぁ～……ああんぁぁぁ～……」 
ラーディ「いひひ～……燃えないように……ぎりぎりでぇ……んあぇぇ～……んんっ、ええ
ぁぁ～……はあぁぁ～……」 
 
ラーディ「ぷはっ……あははっ、どう？ 興奮してきたぁ？ ぞくぞくしてきたぁ？ 新体
験っしょ？」 
ラーディ「実はねえ……あーしが炎を出せるの、口だけじゃないんだ。指先からも魔法で炎、
出せちゃうんよ？」 
ラーディ「だからぁ……あーしの指を、キミの左耳に近づけてぇ……両方の耳をあぶるのも
できちゃうの♪ やりたい？ やりたいっしょ♪ きゃははっ」 
ラーディ「両耳の直火あぶり、よく味わってねぇ……ほらぁ……んっ、じゅるっ、んんぁぁ
ぁぁ～～～～♪」 
 
ラーディ「んっ、んはぁぁぇぇぇ～……」 
 
ラーディ「んんんっ、ぷはぁぁ……♪ はあっ、はあっ……あー、ちょっと苦し……はあ、
ふうっ、んんっ……じゅる……」 
ラーディ「きゃはっ、どうだったぁ？ 誰かを燃やすことはたくさんあったけど、燃やさな
いよーに寸止めすんのって、けっこー大変なんだね♪ あーし頑張ったよ♪」 
ラーディ「ふふっ、炎でじらしてあげたおかげでぇ……キミのおちんぽも、大変なことにな
ってるみたいだねぇ……やぁ～んっ♪」 
 
ラーディ「まだまだお小遣い……じゃなかった……キミの装備品が欲しいからぁ……」 
ラーディ「宝物も、精子も、どんどん搾り取っちゃうよ～……覚悟してねぇ、冒険者クン…
…♪」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



３．   ドラゴンのフェラ ～アツアツのお口～ 
 
ラーディ「んふふ～、じゃあ。次はどの装備をもらっちゃおうかなぁ～……♪ マジで迷う
んですけど～」 
ラーディ「あっ、このベルト！ バックルに宝石とかついてて、いい感じ！ テンションア
ガッちゃう～っ！」 
ラーディ「じゃあ、これイタダキね。きゃはは♪」 
 
ラーディ「ちょーどいいし、このままキミのおちんぽ、あーしのお口でいっぱいイタズラし
てあげるね～♪ ベルトくれたお礼だよ～♪」 
ラーディ「あーしの……んぁぁ、じゅぶっ……フェラテク、ヤバいんだから。腰が抜けちゃ
うかもよ～？ きゃはははっ」 
 
ラーディ「はぁ～い、じゃあズボンも脱がしてぇ……っと」 
ラーディ「ああ～、もうおちんぽ、こんなになってるじゃ～んっ♪ あーしにフェラしてほ
しくて、勃起しちゃったの～？ カワイイ～♪」 
ラーディ「おっけおっけ、じゃ、ドラゴンのあつあつトロトロなお口でぇ……んへぇ……い
～っぱいしゃぶってあげるからね～♪」 
ラーディ「は～い、じゃ、期待で膨らみまくってるおちんぽ、食べちゃいまぁ～す♪ あ～
むっ、んっ、んんっ……♪」 
ラーディ「んんっ、じゅぶっ……じゅろぉ……れろっ、ンン……あむぅ……じゅぶ……じゅ
るうるるるる」 
 
ラーディ「ぷはぁっ……んふふ、どう～？ ちょ～っとしゃぶっただけなのにぃ、もうおち
んぽビクンビクンしてるじゃ～んっ♪」 
ラーディ「あーし、火竜だからぁ、めっちゃ体温たけーんだよねぇ。くひひっ、あつあつの
お姉さんのお口に突っ込むの、激やばに気持ちイイでしょ～♪」 
ラーディ「キミが思いっきり射精できるまでぇ、ホカホカのお口でフェラしてあげるからぁ、
思いっきり声出しちゃってね～♪」 
ラーディ「そんじゃ、続きいっきま～す♪ んん～、あむっ♪」 
 
ラーディ「んっ……んもぉっ……じゅぼっ……はんっ……んおぉっ、あんっ……んっ、じゅ
ぼおっ、じゅるぅぅる」 
ラーディ「んんはぁ……んんっ……ぷはっ……あはぁ、やばぁ、おちんぽからぁ、我慢汁だ
らだら出てるよ～？」 
ラーディ「あーし、んっ、じゅぶっ……カリんとこぉ、舌でしつこくぅ、舐めるの得意だか



らぁ……んっ、んまっ……じゅぼぉ……れるぅ……」 
ラーディ「んぼっ……んむっ……あんっ、んまっ……んぁぁっ……ふふっ、ヤバぁ、我慢汁
どんどん出てくるじゃ～んっ、冒険者ちんぽ、美味しぃ～♪」 
ラーディ「こんな樹海の奥まで冒険者、全然いないからさぁ～……フェラすんのも久しぶり
～♪ くっさいおちんぽ舐めてたら……んじゅぶっ……あーしも興奮するぅ～♪」 
 
ラーディ「にししっ、気持ちよさげじゃーん？ まだまだ舐めちゃうよ～？」 
ラーディ「はぶっ、んもっ、じゅる……んんっ、じゅる、れるぅ」 
ラーディ「んっ、んぱぁっ……はふぅ……は～い、一旦休憩～♪」 
ラーディ「ふひ～……ん～？ どうしたのかな、キミ？ 残念そうな顔してぇ～。このまま、
あーしのフェラでイカせてもらえると思ったぁ～？」 
ラーディ「きゃはは、まだダ～メっ。あーしのフェラテク、まだ全然、本気を味わってない
でしょぉ～？」 
 
ラーディ「んはぁぁぁ～ほらぁ～、みへみへぇ～、あーしのお口～」 
ラーディ「のどの奥までぇ、ひだひだがあるでしょ～？ にしし、ドラゴンはこれでぇ、獲
物を丸のみしちゃうんらよ～♪」 
ラーディ「フェラしたら、このひだひだでぇ、とっても気持ちイイと思うよ～？ 人間じゃ
味わえない、ドラゴンのお口まんこだよ～♪」 
ラーディ「キミのばきばきちんぽぉ、今度は、喉の奥まで一気にのみこんでぇ……あつあつ
おくちまんこで、とろかしちゃうからねぇ～？」 
 
ラーディ「覚悟はい～い？ いっくよぉ～？ いっただきま～すっ、あ～んっ、んごぉ、ん
おっ……」 
ラーディ「んんおおぉっ…………あぶっ、んおおっ、んごっ、んごぉぉっ、んっ、あぶっ…
…んもももっ」 
ラーディ「ふーっ、ふーっ……♪ んおおっ、あぶぶ……ゅぶ……んごぉっ……おうっ……
んほおおっ♪」 
ラーディ「んおっ♪ はぶっ♪ おっほおぉぉ♪ んんんっ、じゅぶぶぶ……じゅぶ、あぶ
ぶぶっ、んほおおっ♪」 
 
ラーディ「じゅろっ……ぷはぁっ……はあっ、はあっ……どう？ ドラゴンのフェラすげー
っしょ？」 
ラーディ「にしし、わかってるよぉ～。もう出そうでしょ～？ じゃあベルトもくれたしい、
最後の大サービス、激しめフェラやっちゃうよ～？」 
ラーディ「ギリギリまで我慢してぇ、どっろどろの濃いせーし、たっぷりあーしの喉奥に吐



き出してよねっ♪ そんじゃ、いっきま～すっ♪ は～むっ」 
 
ラーディ「んんんもおおおっ！ じゅぶぶぶっ、ずろおおおっ……んおおおっ！」 
ラーディ「んんんじゅぶぶぶっ！ んのおっ！ んほおお……んんっ、じゅぶぶぶっるっ！」 
ラーディ「んぼっ、だひてぇ、だひてぇ、せーしっ、せーしっ♪」 
ラーディ「んのおおっ♪ あはぁ♪ びくびくして……んんんっ、だーせぇ♪ じゅぶぶる
るるうるるるっ♪」 
 
ラーディ「んんんおおおうっ♪ んんぶじゅ、んんっ、んんおおおっ！」 
ラーディ「んんっ、んっ♪ ごくっ……んっ、じゅぶ……れる……んっ、ごくごくっ……ん
んんん～～～♪」 
ラーディ「んはっ………んんんぁっ、ぷっはぁぁっ……♪ にしし、ちょっとぉ～、どんだ
け出すのよ～♪ 喉にからんでくる大量ザーメン、ヤバい量だったんですけどぉ～？」 
ラーディ「あーしくらいフェラ上手くないと、全部飲みきれなかったんだからぁ、感謝して
よね～、にししし♪」 
 
ラーディ「ふぅぅ～、さすがに喉奥フェラやっちゃうと、少し疲れちゃうな～」 
ラーディ「なーんて思ってたけどぉ……きゃはっ、キミってば、ドラゴンおぼれさせるくら
い、大量ザーメンだしたのに……まだちんぽばっきばきじゃ～ん。やっばぁ☆」 
ラーディ「これはもう……あーしのおまんこで抜いてあげるしかないよね～。にしし、どん
なつよつよ装備も、このおちんぽには敵わないかも？」 
ラーディ「そのおちんぽでドラゴンを倒せるか……試してみる？ きゃはははっ♪」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４．   性交 ～ドラゴンとの交尾～ 
 
ラーディ「にっしし……は～い。そんじゃ、セックスするからね～。邪魔な鎧はとっちゃえ
とっちゃえ～♪」 
ラーディ「胸のところも～……肩のところも……外して……っとぉ♪」 
ラーディ「おおぉ、良いキラキラだぁ～♪ じゃ、この鎧はラーディちゃんがいただき～♪ 
いいよね？ 冒険者クン？」 
ラーディ「これからあーしの中におちんぽ突っ込んでぇ、気持ちイイ中だしセックスするん
だからぁ、これくらいもらわないとね～♪ いひひ♪」 
 
ラーディ「あーしもぉ、冒険者クンのせーし丸のみしてぇ……すっかり燃え上がってるから
ぁ……覚悟してよ、ねっ♪」 
ラーディ「じゃあさっそくぅ……おちんぽ入れるところ、見てもらおっかなぁ」 
 
ラーディ「ほうら……あーしのぉ、卵も産める総排泄孔だよ～？ もう濡れてきて、くぱく
ぱってして……気持ちよさそうでしょう～？」 
ラーディ「きゃははは☆ やば、ガン見してるんですけどぉ～？ もっと近くで見てイイよ
ぉ、ほらほらぁ～」 
ラーディ「下品に足を広げてぇ、大事なとこ丸見えになっちゃってるあーし、えっちでしょ
ぉ～？ 腰も振っちゃおっかな～？ えいえい～♪」 
ラーディ「きゃははっ、エロいかっこしたらぁ……エロい気分になっちゃうよね～？ あー
しも盛り上がってきたしぃ、そろそろキミの勃起ちんぽ、総排泄孔にいれちゃおっかなぁ
～？」 
ラーディ「ちょっとずつ腰を落としてぇ……んっ……あんっ……ふふ、良い感じぃ～。この
まま、入れちゃうよ～？ あんっ……はあんっ……ん」 
 
ラーディ「ああんっ……はあっ……ああ～♪ は～い、ドラゴンおまんこにぃ、キミのおち
んぽ、ずっぷり入っちゃったしぃ～♪」 
ラーディ「くすくす……大丈夫～？ ドラゴンの中、あつあつすぎてヤケドしちゃわない？」 
ラーディ「体温調整もできるけど……あはは、キミの顔を見るに、ヘーキそうだね？ 初め
て女の子とえっちできて。気持ちよさそう～♪ きゃはは♪」 
 
ラーディ「レアものの鎧もくれたし～……あーしの特別サービスで、上に乗って動きまくっ
てあげるね～♪ ほーら、よいしょ、よいしょっ」 
ラーディ「腰をぉ、こうやって、くねらせてぇ……ひゃんっ、あんっ……かったぁいおちん
ぽ、おまんこでしごいちゃうぞ～♪」 



ラーディ「んんっしょ、よいしょっ……あんっ……んんっ、はぁんっ……やんぅ……」 
ラーディ「あはぁ♪ おちんぽびくびく跳ねまくってるぅ♪ ドラゴンのほかほかおまん
こに耐えられないの～？」 
 
ラーディ「そんなのダ～メっ♪ やあんっ……ひゃんっ……おまんこですぐギブアップな
んてぇ、そんなんじゃドラゴン倒せないぞ～♪」 
ラーディ「ほぉらぁ……あんっ……ゆっくりぃ、やさし～く動いてあげるからぁ、あッさり
射精しないでぇ、頑張ってぇ……♪」 
ラーディ「そーそー♪ おちんぽ射精、我慢するんだぞっ♪ はあんっ……んおっ……んん
っ、ひぃんっ……」 
ラーディ「おちんぽ～、がんばれ～、がんばれ～♪ 射精我慢だよ～♪ がんばれ、がんば
れっ、ドラゴンにぃ～、負けるなぁ～♪」 
ラーディ「にししし♪ あれあれぇ？ おちんぽ固くなってきちゃったねぇ～♪ これな
らあーし、おちんぽに倒されちゃうかも～♪」 
 
ラーディ「んんぁっ、あんっ……んっ……はあんんっ……おっ、いー感じじゃーんっ♪ ち
ょっとはセックス慣れてきたかなぁ～？」 
ラーディ「はあぁんっ……がちがちおちんぽで、あーしやられちゃうかも～♪ あんっ……
んんっ、くひぃっっ……」 
ラーディ「ほらほら、がんばれがんばれぇ～♪ おちんぽであーしのこと倒せたら、みんな
に自慢できるかもよぉ～♪ きゃははっ♪」 
 
ラーディ「ああんっ……急に胸触るなんてぇ……んんぁぁっ」 
ラーディ「んはぁぁっ……おっぱい、感じるんだってばぁ……んんっ、はあん……やだぁ、
触ってばっかりぃ」 
ラーディ「あんっ……あはぁっ……んんぁぁっ、あんっ……んんっ、も～、あーし、キミの
ママじゃないんだよ～？ そんなに触ってもぉ、なーんも出ないってぇ……」 
ラーディ「んもうっ、スケベなキミには～……こうだぁ～♪」 
 
ラーディ「んっ……んむっ、じゅる……れるっ……にししし」 
ラーディ「ほらほら、乳首に反撃しちゃうよ～？ ドラゴンの熱い舌でぇ……キミの乳首、
丁寧に丁寧に舐めてあげるんだからぁ～」 
ラーディ「んんっ……ちゅぶ……れるっ……じゅる……にしし、キミの乳首美味しい～♪ 
セックスしながら乳首舐められるのぉ、結構いいっしょ？」 
ラーディ「んんぶ、じゅる……れろぉ……あむ……はーむぅ、ああんっ……いいっ、あーし
もキミの顔見てぇ、興奮してきちゃったあ」 



ラーディ「キミはどう～？ セックス慣れてきたかなぁ～？ じゃあ、そろそろあーし、本
気出しちゃうけど……いい？ いいよね～？ にしし、やっちゃうよぉ～」 
ラーディ「セックスだぁ～いすきなあーしが、今から本気のグラインドしちゃうからぁ～、
思う存分燃え上がろうね～♪ いくよぉ～、せーのぉ……」 
 
ラーディ「ああんっ……！ んんっ、あんっ……んはぁっ……あふっ……んっ、んおおっ…
…ああんっ……」 
ラーディ「んんんっ……あっ、そこぉ……イイとこ、当たるんですけどぉ……んんぁぁっ、
はあんっ……ああんっ……！」 
ラーディ「ああっ……んはぁっ！ あうっ……ひぐぅっ……あっヤバぁ、これぇ、あーしも
めっちゃぁ、気持ちいっ……んんっ」 
ラーディ「きもちよくてぇ……勝手に尻尾、びくびくしちゃうぅぅんっ……んんっ、はあん
っ……ああんんっ！」 
 
ラーディ「んはぁぁっ、あーしがぁ、気持ちよくしてあげようと思ったのにぃ……このおち
んぽ、結構……んっ、強いかもぉぉ……」 
ラーディ「んんぁっ……はあっ……あーヤバっ、声、おさえらんないっ……」 
ラーディ「んふうっ……あんっ、やっ……ああんっ……んああんっ……ああんっ……んん
っ！」 
ラーディ「ふーっ……ふーっ……あーしをぉ……ここまで本気にさせるなんてぇ……キミ
のおちんぽ……なかなか、やるじゃん……？」 
ラーディ「でもぉ、キミも……にしし、限界みたいだねぇ……そろそろ思いっきり、精液ぶ
ちまけちゃってもいいよぉ」 
 
ラーディ「ああんっ……んんぁっ……はあんっ……んんっ！」 
ラーディ「んのおっ……おうぅっ！ ひぐぅぅっ！ あーヤバぁ、最強ドラゴンが出しちゃ
いけない声だしてるぅ！」 
ラーディ「ほらぁっ、イけっ、イけっ……！ あーしの中にぃ、いっぱぁい、精液出しちゃ
えっ！」 
ラーディ「んほぉぉっ！ おちんぽ膨らんできたぁっ！ んおおっ！ イグ！ やば、ああ
んっ、これイグッ！ ショタちんぽでイグぅぅぅっ！」 
 
ラーディ「んんぁああぁっぁっ！ おほぉぉぉっ！ すっご……んおっ、精液めっちゃ……
びしゃびしゃ……出てるうぅぅ！」 
ラーディ「ああぁぁ～……おまんこびくびくしゅるうぅ……めっちゃイッた……あー、こん
なのぉ、久しぶり……」 



 
ラーディ「はあっ……はあっ……しゅご……んんんっ！ イカされちゃったぁ……にしし、
でも、キミのほうが先にイッたからぁ……あーしの勝ち、だよねぇ？」 
ラーディ「んん～、テクはまだまだだけどぉ……割と相性は良かったかも？ にしし……ど
んなレア装備も敵わない……レアおちんぽ見つけちゃったかも……」 
ラーディ「これはもう……キミをあーしのコレクションに加えるしかないよね……ふふっ
……じゅるり」 
ラーディ「これからいっぱい頑張ってもらうからぁ……セックスのレベルアップ、よろしく
ね……きゃはは♪」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



５．   休憩 ～焚き火とハグ～ 
 
ラーディ「ふうう～……」 
ラーディ「いやあ、マジで激しめにヤっちゃったね～♪ にしし、あーしも気持ちよくされ
ちゃった。キミ、なかなかやるじゃ～ん♪」 
ラーディ「もっとシたいキモチもあるけど……ま、いきなり無理しすぎるのも良くないし、
ちょっと休憩だね～♪」 
ラーディ「あ、もしかして寒い？ そりゃそーか、装備全部はぎ取っちゃったもんね～♪ 
よーし、ちょっと待ってて」 
ラーディ「んっ、んぐ……よし、おっけ」 
ラーディ「いっくよ～……んがぁぁぁ～～～～～ッ！」 
 
ラーディ「よーしよし、火がついたね～♪ どう？ お姉さんの即席焚き火だよ～」 
ラーディ「人間はこうしてあったまるんでしょう～？ にししっ、意外とあーしも、人間の
ことよく知ってるっしょ」 
ラーディ「あとはぁ……キミの後ろに回って……」 
 
ラーディ「キミのこと、後ろからこうして抱きしめてあげるね～♪ は～いっ、ぎゅっ、ぎ
ゅっ、ぎゅう～～～っと」 
ラーディ「ほらほら、あーしの手と、大きな翼でぇ、キミのことをハグしちゃった～♪ ド
ラゴンの焚き火とハグでぇ、もう寒くないよね～♪」 
ラーディ「よく考えたらあーし、誰かとハグしたことなんてなかったかも♪ にしし、最強
生物も結構、大変なんだよ～♪」 
 
ラーディ「ほらほらぁ、もっとくっついてぇ～♪ 離れてると寒くなっちゃうよ～♪」 
 
ラーディ「すう～……はぁぁ～……すう～……はあっ～……すうう～～…………」 
ラーディ「すうう～……にししっ、弱小生物のぬくもりを感じる～……あーし、ずっと一人
ぼっちだったからさぁ～」 
ラーディ「あーし、生命エネルギーが強すぎて、ほかの生物は近寄れないんだよね～……」 
ラーディ「……ほらぁ、ねっ、ちょっと聞いてみてぇ。ほら、おっぱいに頭をおしつけてぇ
～……そ～れっ」 
 
ラーディ「ね？ わかるぅ？ ……あーしの心臓の音」 
ラーディ「ドラゴンの心臓って特別製で……いっつもヤバい熱がばんばん外に出ちゃうん
だよね～」 



ラーディ「だから……フツーの生物とは長く一緒にいられないんだって。まじメーワクなん
ですけど」 
ラーディ「あ、キミは大丈夫だよ～♪ ……だってもう、耳舐めで、あーしの炎に順応する
ように改造したから……」 
ラーディ「だからぁ、もうちょっとだけ……キミとのハグ、楽しませてくれると嬉しいなぁ
～♪」 
 
ラーディ「んん～……ほらぁ、心臓の音……聞こえるっしょ～？ ……どくん、どっくん…
…ってぇ……」 
ラーディ「あ、それともぉ……あーしのおっぱいのほうが気になるかなぁ～……にしし、あ
ーしのおっぱいに甘えていいからねぇ……」 
ラーディ「よしよし～……な～でな～で……きゃはっ……甘えん坊さんでしゅね～？ …
…よしよし……よ～しよし……」 
 
ラーディ「んふっふ、人間とのハグ、たっぷり堪能しちゃった～、嬉しみ～♪」 
 
ラーディ「キミも休憩できた？ それともぉ……あーしと抱きついて、またムラムラしちゃ
ったかなあ？」 
ラーディ「キミのセックス、マジで良かったんですケド♪ あーし、キミのこと気に入っち
ゃったんだ♪」 
ラーディ「キミさえよければぁ、あーしとここでぇ、もっともっと気持ちいいことしようね
♪」 
ラーディ「あ、イヤなのぉ～？ ドラゴンを倒すんだ、って？ きゃー、こわぁ～い♪ つ
よつよ冒険者に倒されちゃうぅ～♪」 
ラーディ「キミがまだまだ装備品、隠し持ってるの知ってるんだからねえ……にししし♪」 
ラーディ「倒されちゃわないように……キミの装備を奪ってから、たぁっぷり犯しちゃうよ
～。覚悟してね～♪」 
 
ラーディ「あんっ……で、でもその前に、ちょっと……なんだか、体がムズムズしてきたか
もぉ」 
ラーディ「キミのせいだからね？ あんなに激しく動くから……んもう、セックスの前に、
こっちやらなきゃ……」 
ラーディ「なにって……決まってるでしょ？ 脱皮だよ、脱皮♪」 
 
ラーディ「そーだっ♪ せっかくだからぁ……キミにも手伝ってもらおうかなぁ……」 
ラーディ「無事に脱皮ができたらぁ……あんっ……いっぱいえっちなサービス、してあげち



ゃうから……ねっ♪」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



６．   本気の準備 ～脱皮のお手伝い～ 
 
ラーディ「んん～じゃあ、早速、脱皮のお手伝いしてもらおうかなぁ～」 
ラーディ「は～い、見てみて～、あーしの可愛い尻尾。鱗とかトゲとかたくさんあって、結
構エモいでしょ～？」 
ラーディ「でもお尻についてるからぁ、自分だと脱皮しづらいんだよね～。手伝ってくれる
～？」 
ラーディ「え？ どうしたらいいかわかんないって？ 簡単だよ～。ほら、こうしてぇ、鱗
のはがれかけてるトコをぉ……ぺりぺり～……って」 
 
ラーディ「んっ……はあんっ……んんっ……ねっ？ キレイにむけたよ～？ 簡単っし
ょ？」 
ラーディ「い～い？ 優しくやるんだからね？ 乱暴にはがすと痛いから、優しく、優しく
だよ？ 脱皮前のドラゴンはすっごくデリケートなんだからね？」 
ラーディ「ここ、こ～こ、尻尾の付け根のほう、全然上手くできないし。ちゃんと皮をはが
してね～、冒険者クン♪」 
 
ラーディ「あんっ……んんんっ……はうっ……んはぁあっ……」 
ラーディ「ああ～、良い感じじゃん♪ にしし、上手上手～♪ んっ……んんっ……そう、
優しくぅ……あんっ……はっ、気持ちいいぃ～♪」 
ラーディ「そうだよぉ、優しく、皮をむいていくとぉ……あーしも、気持ちよくなるからぁ
……あんっ……んああっ……あんっ……」 
ラーディ「いいじゃあん……最高ッ……んっ、あーしが自分でむくよりも、上手かもぉ……
あんっ……」 
 
ラーディ「あっ……んんっ……そうそう、ちょっとずつ……丁寧にっ……あんっ、はあんっ
……！」 
ラーディ「んんんっ……やぁっ、そこを、尻尾の先端から、するのぉ？ んんっ、敏感だか
らね？ 優しくやってね～？」 
ラーディ「んいっ……ひぁぁっ……あんっ……！ んぁぁぁっ、脱皮の刺激とぉ……皮がむ
ける気持ちよさでぇ……んんっ……勝手に腰が動いちゃう……はしたなくお尻振っちゃう
……！」 
ラーディ「はぁんっ……んんっ、すっごぉ……皮がむけるのぉ、痛気持ちイイからぁ……に
しし、あーしの身体ぁ、全身クリトリスになっちゃったみたいっ……」 
 
ラーディ「あっ、んぁっ……はあんぅ……脱皮、誰かに手伝ってもらうなんて初めてだから



ぁ……あっ、んっ……ちょっと、興奮するかもぉ……♪」 
ラーディ「うっ……ふうぅん……んんっ、いいね～……あんんっ……先端はむけたからぁ、
そのまま……あんっ……尻尾の根元まで、皮をはいでいってね～……」 
 
ラーディ「あっ……ひゃぁっ……んあっ……ちょ、ちょっとぉ、むけたばかりの先っぽ、敏
感だからぁ……あんっ、あはぁっ……あんまり触んないで～」 
ラーディ「もー……イタズラ好きでスケベなんだからぁ～、ほ～ら、ちゃんと、あんっ、脱
皮のお手伝いしてよぉ～」 
 
ラーディ「んんっ……そうそう、偉い偉い～。あんっ……んあぁっ……あっ、ヤバ、この子、
もうコツ掴んでるぅ……」 
ラーディ「はあぁんっ……ぺりぺりってぇ、どんどん、あーしの皮、むかれちゃってるぅ…
…あんっ……うますぎなんですケド～♪」 
ラーディ「はあんっ……あっ、やばぁぁ、皮むかれるのぉ、気持ちよすぎて、勝手に腰はね
ちゃうぅぅ……気持ちよくなってるぅ」 
ラーディ「はあっ……はあっ……んあぁっ、なんでそんな、上手いの～？ んんっ、あーし、
どんどん興奮しちゃうじゃぁんっ……」 
 
ラーディ「あああんっ……根元のほうまできたぁ……んっ、そこぉ、性感帯だからぁ……あ
んっ……んひっ、ちゃんとしてよぉ」 
ラーディ「んんっ……上手い、やばぁっ……あーしマジ濡れちゃうんだけどぉ……んっ、脱
皮でぇ、興奮するぅ……変態ドラゴンになっちゃうぅっ」 
ラーディ「ああんぅ……んぁっ……はあっ……やあんっ……んんっ、あんっ……はっ、んん
んっ、やばぁ、脱皮させられるのぉ、気持ちぃ……」 
ラーディ「あああぁんっ！ 一番敏感なとこぉ……尻尾の付け根ぇ……やばぁっ……あん
っ、はんっ……んんんぁぁぁっ」 
 
ラーディ「はぁ～っ……はぁっ……ああんっ……お、終わったぁ……？」 
ラーディ「はああ～……まーじで腰抜けるかと思ったぁ……んあっ」 
ラーディ「んんあぁっ……どーしよ、もうおまんこびしょびしょなんだけど……キミぃ、ヤ
バすぎだよぉ……」 
ラーディ「ここにずっと住んでぇ、あーしのお世話してくれない？ あーし、結構ずぼらだ
し、脱皮も面倒くさいしさぁ……にしし♪」 
 
ラーディ「まあ、でも、とりあえずのお世話はぁ、あーしのびしょびしょになったおまんこ
を、気持ちよくしてもらわないとねぇ……？」 



ラーディ「キミの手先が器用なのはわかったからぁ、今度は本気、出しちゃうよぉ？ あっ
つーいセックス、がんばろーねっ♪ きゃはっ♪」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



７．   二回戦 ～強化セックス～ 
 
ラーディ「さあてっと……それじゃあ～……」 
ラーディ「交尾の前に～、キミがもう、宝物隠してないかチェックさせてもらうね～♪」 
 
ラーディ「にしし、キミのおちんぽもぉ、期待ですごく大きくなってるからぁ～、もう宝物
は奪わなくてもいいかもだけどぉ～」 
ラーディ「あーしもまだまだ欲しいし……まだ隠し持ってるなら……欲張りなドラゴンち
ゃんに頂戴ね～」 
ラーディ「あ～、あるじゃ～ん、高そうな短剣～。ヤバ～、鞘がめっちゃデコられてるんで
すけど♪ にしし、いいねいいね～」 
ラーディ「こんなちっちゃい剣じゃ、あーしは倒せないだろうけどぉ、並べておくのならい
い感じ～。にしし♪ んじゃ、これはもらっておくとしてぇ……」 
ラーディ「ドラゴンを倒すならぁ、短剣より、おちんぽのほうがいいかもね～♪」 
 
ラーディ「あはぁぁん、押し倒されちゃった～♪ ヤバ、キミ、やる気満々じゃ～ん。おち
んぽでドラゴン倒しちゃうのかな～？」 
ラーディ「いいよぉ、あーしももう、準備万端だしぃ……脱皮で興奮しちゃったドラゴンま
んこに、おちんぽ入れて入れて～♪」 
 
ラーディ「あああんんっ、バキバキおちんぽきたぁ♪ んんっ、あんっ……んひぃっ、一気
に、総排泄孔の奥まで届いているぅぅ」 
ラーディ「あーしも興奮してるからさぁ、さっきよりも穴の中、熱いでしょ～？ にしし♪」 
ラーディ「キミのおちんぽもぉ、さっきより、熱くてかたぁい……」 
ラーディ「ドラゴンの炎に当てられて、生命力が強化されちゃったかなぁ？ やっば、どう
しよ、セックス大得意な男の子、作っちゃったかもぉ」 
ラーディ「あんっ……んっ、ま、まあ、いっかぁ。エロいこと、あーしも大好きだし……に
しし、今はとにかく、激しくヤッちゃえばいいよね」 
 
ラーディ「んほおおっ、はじめからぁ、奥っごつごつっ、えぐってクるぅっ！ んはぁぁつ、
あっ、腰使いやっばぁぁ……♪」 
ラーディ「あー、さっき届かなかったところぉ……んんっ、あんっ……ガンガンくるぅっ…
…はあっ……ああっ……んんっ！ んひぃっ」 
ラーディ「あー、やっば、気持ちよすぎて涎でちゃう……はあっ、んあっ……人間の男の子
にぃ、激しく求められるのぉ、すっごくイイんですケド♪」 
 



ラーディ「ああんっ……んぁぁっ……おほおっっ♪ 腰使いすごいぃ、樹海最強のドラゴン
なのにぃ、おちんぽに堕とされるぅ♪」 
ラーディ「キミぃ、セックスの才能あったんじゃーんっ♪ いいよお、どんどんキて、あー
しを気持ちよくさせてぇ……♪」 
ラーディ「んんっ……あんっ……今までぇ、だーれも来なかったからぁ、こんなに気持ちが
熱くなったの……初めてかもっ……きゃはは♪」 
 
ラーディ「んんぁぁっ……はあんっ……あんっ……むちゅっ、あむぅ……んっ、やば、昂っ
てきたから……勝手にキスしちゃうぅぅ……」 
ラーディ「別にいいよね？ キスハメセックスしてもぉ……あんっ……ちゅっ……れるっ
……んちゅぅ……」 
ラーディ「んちゅっ……んん～♪ キミのお口美味しい～♪ んーまっ、ちゅ……あんっ…
…ちゅぶ……ん……れるぅ」 
 
ラーディ「ああんっ……ラブラブちゅっちゅキスセックスしゅきぃ……んっ……あんっ…
…ちゅっ、むちゅ……ああんっ……はぁぁんっ……」 
ラーディ「あんっ……すっご、腰めっちゃ突き上げてくるぅ……あんっ！ んはっ、キミも
ぉ、めっちゃ熱くなってんじゃ～んっ♪」 
ラーディ「んっ、このままあ、密着しながら……んんっ……ああっ、いいっ……んっ……ん
んぁっ、ああっ……！」 
 
ラーディ「んおおっ！ あっ、すっごぉ！ おちんぽぉ、もっと大きくなっちゃったぁ……
やばっ、お腹の奥ぅっ、おちんぽでいっぱいになっちゃうぅっ！」 
ラーディ「こんなのぉっ、んひいっ！ こんなでかちんぽに射精されたらぁ……んぁぁっ、
あーし、負けちゃうかもぉ……！」 
ラーディ「いやぁぁんっダメっ、あーし負けないかんねっ、セックスでも最強のぉ、樹海ド
ラゴンなんだからぁ……！」 
ラーディ「んのぉぉっ……おおうっ、あんっ、ほおおっ、んんっ、でも、ヤバぁっ、ちんぽ
すっごくてぇ……おほおっ！ んああっ、下品な声でちゃううっ！」 
 
ラーディ「ああっ、んぁぁっ！ すっご！ えっぐぅ！ いひぃんっ！ もっとゴツゴツし
てぇっ！ ドラゴン鳴かせるつよつよちんぽでもっと交尾してぇ！」 
ラーディ「んっ、あむぅ……っ、ちゅっ……んばぁ、んべぇ……んんっ！ ほらぁ、いっぱ
いちゅーもしてあげっからぁ……んぁぁっ、あんんっ！」 
ラーディ「ほひいっ……ほおっ！ んおっ！ すごっ、あっ、昇ってくるっ、あーしの中ぁ、
めっちゃ熱くなって……んんっ！」 



ラーディ「んおおおっ！ ああんっ！ おほおお……んんんおおっ！ すっごお！ アク
メきそうっ！」 
ラーディ「んんんんっ！ あっ！ んあぁぁっ！ おまんこびくびくしてるぅ！ んおお
っ！ おほおっ！ あーヤバっ、ヤバヤバヤバっ！ めっちゃイクっ、んああっ、すっごい
アクメくるのぉっ！」 
 
ラーディ「ねえ、ねえっ、イクっしょ？ んほぉっ、キミもイクでしょう？ おちんぽこん
なに熱くなってるんだからぁっ」 
ラーディ「出してぇっ、ドラゴンの最大アクメおまんこにぃ、激ヤバの精液たっぷりだして
ぇぇっ、おまんこぉっ、めっちゃ締め付けるからぁぁ」 
ラーディ「んおおおっ！？ おほおっ、あっクるっ、めっちゃアクメクるっ、んんほおおお
っイグっ、イグイグイグイグうううぅぅぅ――――ッ！」 
 
ラーディ「おほおおおおっ、きたぁぁっ、ドラゴンのアクメおまんこに、やっばいくらい射
精きたぁぁっ」 
ラーディ「おひいいっ！ ダメぇぇっ、またイグっ、イッてるのにぃ、またイッちゃうう、
ヤバいのぉっ！ アクメ止まんないぃぃ」 
ラーディ「おほおっ、動くのやめてぇっ！ イッちゃうからぁっ、イキまくって狂っちゃう
からぁっ」 
 
ラーディ「んんひいいっ⁉ また精液きたぁぁっ！ ンおっ！ すっご、やばぁ、あーしの
おまんこ、精液でだぷだぷになるぅっ！」 
ラーディ「連続射精ちんぽすごひぃぃっ！ イグっ！ あーイグぅっ、連続アクメで、訳わ
かんなくなるっ！ イグイグイグイグうぅうう―――――ッ！」 
 
ラーディ「はあぁぁんっ、まだ出てるぅぅ……すっごぉぉ！ あーしのおまんこがぁ、うね
うね動いて精液全部しぼりとっちゃうぅっ！」 
ラーディ「くひぃぃんっ、んああっ、だめぇぇ、お腹いっぱいになるからぁっ！ もう精液
出しちゃらめぇっ！」 
ラーディ「ああんっ……んんんっ、あうぅっ……はあんっ……あっ、んっ、お、収まったぁ
……かな……？ んんっ、もう……ヤバ、すぎぃ……」 
 
ラーディ「はあっ……はあっ……はあ～～……あっ、すっごぉぉ、お腹押すとぉ、精液、ど
ぴゅどぴゅってぇ……吹き出しちゃうぅ……」 
ラーディ「キミのちんぽヤバすぎなんだけど……どうなってんの……？ って、アレからぁ、
あーしの炎で、めちゃ強化されちゃったんだね……」 



ラーディ「やばすぎでしょ……にっしし♪ これはもう、あーしとずっと一緒にいて、あー
しを永遠に気持ちよくしてもらうしかないね……」 
 
ラーディ「ふふ、ねえ、キミのおちんぽ、最高だったよ……どんな宝物よりもぉ、キミのこ
と気に入っちゃったかも……」 
ラーディ「これからもあーしのことぉ、い～っぱい、きもちよ～くしてね♪ にしし、約束
だよぉ……？」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



８．   【ルート分岐】質問 ～世界の半分をキミにあげよう～ 
 
ラーディ「ふうう～……あったまるねぇ～」 
ラーディ「あはは、さすがのあーしもぉ、あれだけ激しくヤッちゃったら、ちょっと休憩は
必要かな～なんて」 
ラーディ「キミも疲れたっしょ？ くすくす、ま、あんだけすごいちんぽになっちゃったら、
大変だもんねえ」 
ラーディ「ま、あーしの魔法の炎に当たってるから、またおちんぽがすごいことになっちゃ
うかもだけど……くすくす♪」 
 
ラーディ「ここは誰も来ない樹海の奥だけどぉ、キミが来てくれて、あーしとっても嬉しい
んだよね～♪」 
ラーディ「ここに来るまで、大体みんな死んじゃうか、やってきたとしても、あーしの熱で
あっさり焼けちゃうからさぁ……」 
ラーディ「だからぁ、頑張ってるキミには、トクベツなご褒美……この世界の半分をあげち
ゃおっかなあ」 
ラーディ「つまりぃ、いつかあーしの見ている世界を、半分こ……全部共有する、ツガイに
なるってケーヤク、ねっ♪」 
ラーディ「ぶっちゃけプロポーズなんだけど、どう？ 悪い話じゃないっしょ♪」 
ラーディ「まあ、ツガイ？ と奴隷？ も似たようなもんだから、キミはずっとあーしの言
うことを聞くわけだけど……」 
 
ラーディ「にしし、一人ぼっちは寂しいからさぁ、キミの精子でたくさん卵を産んでぇ、家
族を増やさなきゃ……ねっ♪」 
ラーディ「んん～？ ちょっとぉ、なにぃ？ もしかしてイヤなのぉ？」 
ラーディ「ふ～ん、あっそ。別にいいけどさぁ、キミ、あーしの炎の影響を受けてっからぁ
……ここから逃げるなんてできないよぉ？」 
 
ラーディ「もう、あーしの炎を定期的に浴びないとぉ、体が灰になって死ぬ身体になってる
からね～♪ きゃはは♪」 
ラーディ「あれ？ 言ってなかったっけ？ うそ～！ ごめんごめん！ うっかりしてた
☆ でも、ずっとあーしと一緒にいれば問題ないから……ねっ♪」 
 
ラーディ「わかるでしょ……？ にしし、キミ、もうあーしの一部になってんの。さよなら
なんてユルサナイから……♪」 
ラーディ「ま、どうしてもツガイが嫌ならぁ……あーしが優しく食べてあげてもいいけど…



…」 
ラーディ「あーしの中でぇ、炎に包まれながら死んでくのも、まあまあ気持ちイイと思うよ
～？ どうするからはキミ次第だけど、さっ♪」 
 
ラーディ「さ、男なら覚悟キメて、選んじゃってね～♪」 
ラーディ「あーしとしてはどっちでもいいけどぉ……キミの人生に関わることだからあ、真
剣に悩んで、答えを聞かせてね♪」 
ラーディ「世界の半分か、あーしのお腹で燃やされながらご飯になるか……にししっ、キミ
がどっちを選ぶか、あーし、とっても興味があるなあ……くすくすくす♪」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



９A．   【奴隷ルート】無限射精排卵セックス ～魔竜のツガイ～ 
 
ラーディ「おお～、今日も火山がいきおいよく噴火してんね～。元気元気～♪」 
ラーディ「にしし、ここで力を貯めたらぁ、いつか遺跡の外に出て、魔竜として君臨しちゃ
うのも……結構楽しいかもね～♪」 
ラーディ「キミのおかげで、外の世界にも興味が出てきたしぃ……ねっ♪」 
ラーディ「きゃはは、やだぁ～♪ あーしが来ただけで、キミのおちんぽもおっきくなって
じゃ～んっ。こっちも元気だね……♪」 
 
ラーディ「そんじゃあ、いつか一緒に外の世界に行く時まで……二人でい～っぱい楽しいこ
としようね～♪」 
ラーディ「キミの装備はもう全部うばっちゃったからぁ、キミがあーしに払えるものはない
けどぉ……ツガイの契約したもんねっ♪」 
ラーディ「だからあーしがムラムラしたときはぁ、いつでもキミのおちんぽ使わせてもらう
よ？ 約束～♪ そんじゃ、早速……」 
 
ラーディ「キミの固くなったおちんぽをぉ、あーしのアツアツのお口でいただいちゃいま～
すっ♪ はーむっ……んんっ」 
ラーディ「んっ……じゅぶ……れるぅっ……んはぁぁっ、すっごぉ……あーしとセックスす
るたびに、どんどん大きくなってんじゃな～い、これ？」 
ラーディ「じゅるるっ、んはぁっ、あんっ……じゅぶっ……ん～っ、れるぅ……にしし、す
っごぉ、あーしのお腹の奥まで届いちゃうね……♪」 
 
ラーディ「あーしのあっつい舌でぇ……んじゅる……こうしてぇ、裏から舐められるとぉ…
…はあっ……んじゅぶぅっ……サイコーでしょぉ？」 
ラーディ「さきっぽだけじゃなくてぇ……タマタマのほうも舐めてあげちゃおうかな～…
…あ～んっ………んんっ、は～むっ……じゅぶぅ……んべぇ……」 
ラーディ「こうひてぇ……んぶ……タマタマを口に含んでぇ……あむっ……じゅぶ……れ
ろぉ……れるぅ……」 
ラーディ「お口でころがひちゃうよ～♪ あんっ……じゅぶ……んんっ……れるぅ、れろれ
ろれろれろれろ～……♪」 
 
ラーディ「ぷはぁっ……ああんっ、腰がびくんってなったぁ……にしし、もう我慢できない
のぉ？ じゅぶっ……れるっ……んんっ、せっかくあーしがご奉仕してあげてるのにぃ」 
ラーディ「いいよぉ……そんじゃ、早速ツガイ同士の交尾、始めちゃおっか♪」 
 



ラーディ「はーい、じゃあねえ、今からこのぉ、ドラゴンの一つしかない穴にぃ、キミのお
ちんぽ、いれちゃいまぁ～す」 
ラーディ「でもちゃんと入るかなぁ？ だってぇ、ちんぽのカリを入れるだけでぇ……んあ
ぁっ、すっご、もう、んっ……おまんこ、みちみちってなっちゃうしぃ……！」 
 
ラーディ「はあぁぁんっ……んっ、すごぉ……おちんぽ入ってくるぅ……んっ！」 
ラーディ「カリがぁ……あんっ、ごりごりってぇ、あーしのおまんこ、えぐってるっ……あ
あんっ……イイっ、このおちんぽ、すっごく馴染んでるぅ……♪」 
ラーディ「やっぱツガイのおちんぽはこうでなくちゃねぇ……はあんっ……あんっ、やあぁ
っ、んぁぁっ、すっごぉ……♪」 
ラーディ「全部はいったかなぁ～？ にししっ、やっばぁ、最初はよわよわちんぽだったの
にぃ、いつの間にかこんなに大きくなるなんてぇ～♪」 
ラーディ「やっぱおちんぽの大きさが、ツガイには一番大事だよね～♪」 
 
ラーディ「んっ……んしょっ……んっ、えいっ、えいっ……んんっ、ああんっ……」 
ラーディ「にしし、最初はぁ、ゆっくり……慣らしていかないとねぇ～♪ はあんっ……ん
っ、あんっ……はっ、やっ……♪」 
ラーディ「いきなり激しいのもいいけどぉ～、毎回そんなのしてたら、キミがぶっ壊れちゃ
うかもしれないし？ それはもったいないからぁ～♪」 
ラーディ「せっかくツガイになったし……はぁんっ……んんんっ、なが～く、じっくり～楽
しませてもらっちゃお～♪」 
 
ラーディ「ぅんっ……あんっ……んっ、くひぃっ……」 
ラーディ「ああ～っ……んぁぁっ、あぅっ、はぁっ、んんっ、ああんぅ……ゆっくり動いて
いるのにぃ、おちんぽどんどん固くなってくぅ……」 
ラーディ「あーしの炎でぇ、すっかりヤバヤバちんぽになっちゃったねえ～♪ もう二度と、
人間のおまんこに入れられないんじゃない？」 
ラーディ「まあ別にいいよね～♪ だってぇ、奴隷……じゃなかった、ツガイになったんだ
し、浮気なんかしないもんね～？」 
ラーディ「浮気したら骨まで灰にするかんねっ♪ 他の女のまんこに入れちゃだめだぞっ
♪」 
 
ラーディ「んおおっっ！ 腰動いてきたぁっ！ やだぁ、もう、独占欲見せたら興奮しちゃ
った？」 
ラーディ「にしし♪ いいねぇ、あーしもぉ、そういう子は嫌いじゃないからぁっ……あん
っ……おおっ、いいっ……んんっ、しゅごっ……いっぱいしてぇ……♪」 



ラーディ「ほおおっ……くるぅっ、んんぅっ、でっかいおちんぽ、あーしのお腹ごんごんっ
てぇ……んひぃぃっ……あーしも熱くなるぅ……」 
ラーディ「んひいいっ……んおおっ……あへぇぇっ」 
 
ラーディ「ああんっ……やだぁっ……気持ちよすぎてぇ、炎吐いちゃったぁ……」 
ラーディ「でも……ふふっ……キミ、すごいねえ。あーしの炎でちょっとあぶられても、も
う全然、平気なんだね～♪」 
ラーディ「さんざんあぶったせいでぇ、強くなっちゃったねえ。装備なしでも樹海の冒険で
きるんじゃない？ ……いいよぉ……あんっ、もっとぉ、もっとしてぇっ」 
ラーディ「あーしもいっぱい腰振るからぁ、ちんぽ奥まで打ち付けてぇっ」 
 
ラーディ「んんんぁあぁっ！ ああっ！ んんんぁっ！」 
ラーディ「はあぁっ、はあっ、身体ぁっ、すごく熱くなってるぅっ！ んっ！ あんっ！ ん
んぁぁっ！」 
ラーディ「おほおおっ！ あひいっっ！ しゅごっ、腰使い、上手くなってるぅ！ またド
ラゴン負けちゃうっ！」 
ラーディ「ああんっ……んんぁぁっ！ ひいんっ……んほおっっ！」 
ラーディ「あっ、くる、すごいのくるっ！ 出してぇ、キミもっ、出してぇ、あーしの中に
精液だしてぇ、いっぱい産卵させてぇっ！」 
ラーディ「あんっ……！ んんんっ！ あっイグっ、やっべっ、イグのぉっ！ ああっダメ
っ、ダメダメっ、イグっ、 イグイグイグイグゥゥゥ――――――っ！」 
 
ラーディ「んんんぁぁあっ！ 出てるぅ！ マグマみたいな精液出てるぅっ！ んひいい
いっ！ イってるぅっ！ イッてるからぁぁっ！」 
ラーディ「んほおおぉっ！ い、いつまで出すのぉぉっ！ お腹膨れちゃううっ！ んほお
おっ！ んごぉっ！ すっごぉ……やばぁ……とんでも精液でぇ、またイグっ、イグっ！ 
無限射精でイカされるのぉぉぉっ！」 
 
ラーディ「あああんっ……んぁぁっっ……はあ、はあっ、自分で育てたとはいえ……あんっ、
ツガイのおちんぽぉ……ヤバすぎでしょぉ……」 
 
ラーディ「ああ……すっごぉ、おまんこからぁ、だらだら精子垂れてきてるぅ……ああんっ
……んんぁっ、あつぅ……」 
ラーディ「あっ、ダメっ。精液死ぬほど出されたからぁ……排卵欲が高まっちゃうっ……ん
んぁっ、あああんっ……おおぅっ、卵巣の奥から、卵でるぅっっ！」 
 



ラーディ「おおおっっ……ンほおおっ……ああっ、ダメっ、でっかい卵がぁぁっ、卵管通っ
ちゃうっ……う、生まれるぅっ！」 
 
ラーディ「あああんっ……んんぁぁっ……やだぁぁ、おっきい卵ぉ、産んじゃったんですけ
どぉ……」 
ラーディ「これであーしもママになっちゃうかな？ でも、ドラゴンの卵は孵るのに、十年
くらいかかるからぁ……」 
 
ラーディ「子どもが生まれるまでは……にしし、二人っきりでい～っぱい交尾、しちゃおう
ね……♪」 
ラーディ「まだまだたくさん卵を産んで、大家族を目指すんだからぁ……もっともっと、お
ちんぽ頑張って、大きくさせなきゃだめだよ……きゃははは……♪」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



9B．  【捕食ルート】丸呑み生贄 ～胃の中で焼かれる～ 
 
ラーディ「ええ～？ キミ、丸のみされたいのぉ？ マジでぇ？」 
ラーディ「ちょっとヒくんですケド……ん～、でもまあ、昔からあーしの生贄になりたがる
子もいたしぃ……人間ではフツーなのかな？」 
ラーディ「まあ、いいやぁ。ちょーどお腹も空いてたしぃ……ご飯になってくれるならぁ、
ありがたくいただきまぁ～すっ♪」 
 
ラーディ「まずはぁ……あーしの胃の中を……んんっ、んっ……空っぽにしないとね～」 
ラーディ「んっ……んんっ……内臓を、動かしてぇ……んんっ……んっ……はああんっ……
うん、良い感じかなぁ～」 
ラーディ「にしし、お腹の中にキミのお部屋を作ったからぁ……安心して食べられに来てね
ぇ～♪」 
 
ラーディ「あーしの胃はちょっと特殊でぇ、他の生物みたいに、胃酸で溶かすんじゃないん
だよねえ」 
 
ラーディ「胃の中で、あーしの炎に包まれてぇ、一気に焼いちゃうよ～。肉体はなくなるけ
ど、キミの生命エネルギーだけ、きちんともらってあげるし♪」 
ラーディ「にしし、装備品だけじゃなくて、命まであーしに貢ぎたいってことだよね♪ あ
ーしのこと大好きじゃ～んっ♪ 嬉しいんですケド～っ♪」 
ラーディ「ちゃ～んと美味しく食べてあげるからぁ、安心してね……♪」 
ラーディ「んじゃ、そろそろぉ、いただきま～すっ。頭さえ飲み込めれば、イケるはずだし
～♪」 
 
ラーディ「まずはアゴをはずして……んごっ、んがあ……んっ、がっ……」 
ラーディ「は～い、それじゃあ……頭からいくからね～、いっただきまぁ～～～すっ……ん
っ、んごっ……んぐっ……あああ～～～んんんんっ♪」 
 
ラーディ「んんんぁぁっ……んっ……んぐっ……んごっ……んんんぅ」 
ラーディ「んんんぐぐぐぐぐっ……あ、ありゃっ……どっかひっかかってる？ んもうっ、
キレイに丸呑みされてよ～？」 
ラーディ「しゃあないなぁ～……んぐっ……ちょっと内臓使って押し込むからぁ……んぐ
ぅっ、我慢してよぉ？」 
ラーディ「んんっ……ごぐっ……んんんごっ……あんんぐぐぐぐ」 
 



ラーディ「んんんっ……んんん～～～～……ごっっっくん……♪」 
 
ラーディ「んんっ、んぐぅっ……んはぁっ……」 
ラーディ「んっ……げっっぷう～～～～～～～～っ♪」 
ラーディ「ふうう～～～っ♪ よしよし、無事に胃の中に入れたね～……にしし、やっばあ
あ、お腹めっちゃ膨らんでるぅ♪ 人間一人分はいちゃった」 
ラーディ「あかちゃ～んっ、聞こえまちゅか～？ ……なんてねっ、にしし♪」 
ラーディ「胃に入るときに、骨の折れたような音がしたけど……まあ、どうでもいいよね～
♪ だってこれからキミ、灰になっちゃうんだもんね～♪」 
 
ラーディ「あ、胃の中の体液は、よく浴びておいてね～♪」 
ラーディ「その体液が麻酔になって、痛みを取り除いてくれるからねっ、ちゃんと浴びてな
いと、焼け死ぬ苦しみでエグイから♪」 
ラーディ「ま、言わなくても、もう粘液まみれだと思うけど♪」 
ラーディ「そんじゃまあ、そろそろ……キミのこと、炎に変えて、美味しくいただいちゃお
っかな♪」 
 
ラーディ「最初はとろ火でぇ……キミの足や腕から焼けていくよぉ～」 
ラーディ「にしし、ほらほら、肉の焼ける良い音～？ 気分はどう？ あーしの炎に包まれ
てぇ、あったかくてぇ、天国に行けそうでしょう～？」 
ラーディ「キミの身体が焼けてぇ、骨になってぇ、骨も焼けて灰になって、最後はあーしの
身体と一体化するの……んん～♪ 他では絶対できない体験だよねっ♪」 
 
ラーディ「ああん～っ、すっごぉい、キミの肉が、炎に変わっていくの、お腹の中で感じち
ゃうう～っ♪」 
ラーディ「ああ、生命力すっごぉい……やっぱここまで来るだけあって、キミ、すっごく美
味しい生贄だったんだね♪」 
ラーディ「大丈夫……焼かれたキミの力、あーしが残さずもらってあげっからぁ……ね♪」 
 
ラーディ「きゃはは、炎に包まれて、もう腕も足もなくなっちゃった♪」 
ラーディ「でもわかるよ……キミも喜んでるよねっ。あーしと炎で一つになれて、すっごく
嬉しいのが伝わるの♪」 
ラーディ「あーしの体の中で、ずっと一緒にいられるよぉ……何百年も、この場所で、ずう
っとずうっと、一緒だから……」 
 
ラーディ「さあ、そろそろ仕上げだし？ 全部炎に包んで、なんにも考えなくても良くして



あげる……♪」 
ラーディ「今日まで頑張って生きたね……♪ その頑張り、あーしが全部、炎にして飲み込
んであげるから……」 
ラーディ「よしよし、えらいえらい……キミの命の力、とっても美味しいよ……」 
ラーディ「さ、目を閉じて……つよぉい、ドラゴンと一緒になれるのを喜びながら……炎に
なってね……♪」 
ラーディ「あああんんん～～……すっごぉい、最高の魂、最高のごちそう……んんっ、あん
っ……はあんっ……♪」 
ラーディ「あはぁぁ～～～♪ 美味しい魂、ごちそうさまでしたぁ……♪」 
ラーディ「にしし、これでもう、一人じゃないからぁ……ずっと一緒にいようね……ずっと、
ずっと、ずうっ……と、ねっ♪」 
 
（END） 
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